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科学的農業の取り組み
~活用事例と実績~
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科学的栽培により収穫量の増加に成功

試験区 慣行区

収穫量
最大1.6倍

カルビーポテト社の実証実験にe-kakashiが採用

じゃがいも 最大1.6倍の増収に成功

概 要

その結果、収量1.2〜1.6倍の増加を達成し、高品質のジャガイモを
より多く安定的に収穫することに成功した

近年の気候変動による干ばつの影響で、収量が減少する傾向にり、
「e-kakashi」を導入し、土壌体積含水率等の精緻な数値データ取
得・分析と、生産者（契約農家）のスマホへのアラートなどにより、最
適かん水を実現

カルビーポテト社および契約農家におけるジャガイモの生産において、
e-kakashiにより各種栽培・環境データを活用した科学的栽培を実施

記事参照：https://agri.mynavi.jp/2022_01_20_180583/

カルビーポテト社による「e-kakashi」導入①
Confidential
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最適なかん水の実現により収量アップを実現

概 要

「e-kakashi」を導入し、土壌体積含水率等の精緻な数値データ取得・分析と、生産者（契約農家）
のスマホへのアラートなどにより、最適かん水を実現した圃場及び馬鈴薯と、かん水を実施しなかった圃場
と馬鈴薯を比較いたしました。

記事参照：https://www.murata.com/ja-jp/products/sensor/soil/overview/case/case1

カルビーポテト社による「e-kakashi」導入②
Confidential



4

概 要

＜ご参考＞データ活用事例① 植物の生育とデータ活用（露地栽培 じゃがいも）
Confidential

植付 萌芽 芽かき 開花 肥大
収穫へ

4/1 4/28 6/19

潅水管理徹底期

予測例

● 萌芽からすぐに開花日を予測することが可能

● 開花日から逆算して初期生育段階の潅水管理を徹底することで、収量向上が目指せる



5

概 要

＜ご参考＞データ活用事例② Analytics 一部機能のご紹介：アラートと予測

Confidential

予測測定値

e-kakashi Naviで複雑な条件での潅水アラートが受信可能

e-kakashi Analyticsなら、AIが実測値と天気予報をかけ合わせて、5日先の土壌水分量をすぐに予測

潅水タイミングの判断が簡単に

e-kakashi Navi
e-kakashi Analytics

AIで最適な潅水管理もサポート
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概 要

＜かん水区＞ ＜無かん水区＞

「e-kakashi」を導入し、土壌体積含水率の精緻な数値データを計測し、最適かん水を実現したかん水
区と、無かん水区の玉ねぎの生産量を比較いたしました。

玉ねぎ栽培事例 「e-kakashi+かん水実施」
Confidential

※JA帯広かわにし提供資料から引用
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概 要

Confidential

2025年 JA帯広かわにしの玉ねぎ及び馬鈴薯の事例

• （課題）気候変動の影響により気温上昇や降水量の減少が顕著、収量に影響

• （結果）潅水の最適化で玉ねぎ1.9倍 馬鈴薯1.4倍 に増収

玉ねぎ 1.5倍ベテランの挑戦 若手も参画
玉ねぎ  1.9倍
馬鈴薯 1.4倍

玉ねぎと馬鈴薯（トヨシロ）を対象に実証。慣行区と潅水区で

収量を比較した結果、玉ねぎは1.9倍、馬鈴薯は1.4倍の増収

を達成。玉ねぎはソフトボール大まで生育。馬鈴薯は草丈も

伸び、明確に生育の差を実感しました。

親子で実証に参加。潅水区は慣行区比で収量が1.5倍に

向上。生長のスピードと勢いの違いを実感。人手不足や高齢化

が進む中で、データを活用することでより少ない労力で成果を上

げられる農業を実現していきたいです。

ベテランの安田さん 23歳の増地さん 父を師匠に修行中

猛暑でも最適な潅水管理で収量向上！

収量
向上

Ｌ玉
割合増

＜生産者のコメント＞

■慣行区と潅水区で生長差を実感!
■データを用いて労働生産性向上が目指せる!!

収集データで
潅水を判断

再現性のある
栽培管理を推進

解決策

チ
ャ
レ
ン
ジ

※増収効果は慣行区比で、いずれも最大値 慣行区＝従来の雨水に頼った慣行栽培ほ場 潅水区＝潅水を実施するほ場
事例の全文はウェブサイトでご覧いただけます< https://www.e-kakashi.com/case/jaobihirokawanishi> 7
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キャベツトウモロコシ レタス

トウモロコシやレタスなどの収穫適期の見極めが難しく、
収量が上がらず、パートさん手配などのスケジュールに苦慮

裂球などによる廃棄率を下げることが課題
積算温度を用いて、トウモロコシの収穫適期の予測に挑戦
土壌体積含水率を計測して、灌水タイミングを見極める

• 結果「適切な最低限の灌水、ベストな収穫タイミングにより、内
部障害や過熟がなくクレームゼロ」、昨年度に比べ収量約

130％(トウモロコシ)の成果！！
• 収穫適期が極めて正確だったため、効率化とコスト削減に成功

• 必要な期間のみパートさんが手配できた
• 収穫適期から逆算し、ベストタイミングでの最後の防除の実施
• キャベツ・レタスの収穫のスケジュール管理に成功

• レタス・キャベツの劇的な品質向上・収量増加も

• 収穫効率も向上、レタスは1日あたりの収穫量が例年の1.5倍！！

• 経験による判断にデータによる裏付けができ、より自信をもって
経営することができる。

• 今後は、収穫適期予測の活用だけでなく、病気・害虫の発生予
測をも活用し、適期防除および省力化につなげていきたい。

経験
＋

科学的裏付け

収量増
作業効率化
コスト削減
に成功！

適期予測と廃
棄率低減

費用対効果

＜収益:1,175,000円*＞
*シミュレーション金額です。キロ単価/ケース単価は試算
用に保守的な金額を採用し実際の収入額とは異なります。
【内訳】
スイートコーン 264,000円 増収、栽培面積 330a(約33
反)、増収量 200kg/反、キロ単価 40円
キャベツ 315,000円 増収、栽培面積 90a(約9反)、増収
量 700kg/反 **、キロ単価 50円
**廃棄1割減を導入効果とする
レタス 380,000円増収、栽培面積 190a(約19反)、増収
量 20ケース/反、ケース単価 1,000円
レタス収穫効率化による労働賃金削減 216,000円削減
収穫日数 3日間 削減 ***
1日あたりのパート人数 9名
時給 1,000円
***従来=12.5日、e-kakashi導入後=9.5日

＜初年度投資金額****＞
機器類(露地セット)を2セット導入
トウモロコシ・レタス併用で1セット、キャベツに1セット

・機器導入費 合計 405,460円
・初年度分ランニングコスト 合計 68,728円
＊＊＊＊全て税込金額。クラウド利用料と接続料は1年契約
した場合の試算です。接続料は最大4か月の農閑期設定が
できます。この期間は料金が発生しません。

個人農家でも効果を発揮

データを活用して1年で初期投資回収！収量1.3倍！
Confidential
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概 要

ゲートウェイの設置箇所
Confidential

代表地点

日射と温湿度土壌

隣り合うレタス畑とスイートコーン畑の間を代表地点とし、代表地点に

ゲートウェイを設置し、2つの作物を増収につなげました。



取り組み6ヶ月で成果創出（いちご）
Confidential
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科学的農業により、人材育成と増収を実現し地域活性に貢献
〜 収穫量の拡大、年平均80万円/0.1haの売上アップ 〜

参照記事：https://agri.mynavi.jp/2020_01_20_100842/

若手人材育成
栽培技術継承に貢献

導入農家の増収達成
2年で年平均80万/0.1ha  

収穫量の安定
ブランド力の向上

日本の農業を科学的に                 
支援し若手人材育成と            

増収に貢献

一年間で平均 80万円 /反増加
（2017年度: 456万円、2018年度: 537万円）

3反(0.3ha)で栽培している場合

年間240万円 売上増加

※反(たん)＝1,000㎡＝0.1ヘクタール＝10アール

課題：若手就農者の生産性向上

ブランドイチゴ「あまおう」栽培 福岡県宗像市様①
Confidential

https://agri.mynavi.jp/2020_01_20_100842/
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ストレスA、Bともにばらつきが大きく、不快な
状態

危険注意

注
意

環境データを科学的に分析し、植物にとってのストレス度をほ場ごとに見える化。
しきい値を超えるとアラートが出るような設定。
データの読み解き方もワークショップ形式で提供。

ベテラン 若手A

ストレスA

ス
ト
レ
ス

B

若手B 若手C

危険注意

注
意

ストレスA

ス
ト
レ
ス

B

危険注意

注
意

ストレスA

ス
ト
レ
ス

B

危険注意

注
意

ストレスA

ス
ト
レ
ス

B

ストレスBのバラつき
が大きく、不快な状
態

ストレスAのバラつ
きが大きく、不快な
状態

イチゴ農家の事例

データの活用：植物のストレスを分析しアドバイス

※ほ場＝田畑など農産物を生産するところ

ストレスA、B
ともにバラつきが
小さく、心地よい状態

ストレスA、B
ともにバラつきが
大きく、不快な状態

ブランドイチゴ「あまおう」栽培 福岡県宗像市様②
Confidential



施設栽培のフルーツパプリカ
Confidential



www.greein.co.jp

自然の声を聴くテクノロジー

科学とイノベーションの力で 自然とヒトをつなぎ 笑顔を創造する

グリーン株式会社
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